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田辺市文化賞の受賞者が決定しました

問合せ　秘書課 秘書係（☎ 0739-26-9910）

個人住民税の特別徴収の実施と令和 2 年度【令和元年（平成
31 年）分】給与支払報告書の提出について

問合せ　税務課 市民税係（☎ 0739-26-9920）

■
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
？

　

事
業
所
（
給
与
支
払
者
）
が
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
従
業

員
の
方
（
給
与
所
得
者
。
正
規
雇
用

だ
け
で
な
く
、
非
正
規
雇
用
も
含

む
。）
が
納
め
る
べ
き
個
人
住
民
税

を
毎
月
の
給
与
の
支
払
時
に
徴
収

（
天
引
き
）
し
、
市
区
町
村
に
納
入

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

■
ど
の
よ
う
な
場
合
に
特
別
徴
収
義

務
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
で
あ
る
場
合

は
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
も
特
別

徴
収
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
普
通
徴
収

（
従
業
員
の
方
が
自
分
で
納
付
）
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
退
職
者
又
は
退
職
予
定
者
（
５
月

末
日
ま
で
）

◇
給
与
支
給
額
が
少
な
く
、
個
人
住

民
税
額
を
引
き
き
れ
な
い

◇
給
与
の
支
払
が
不
定
期
（
毎
月
支

給
さ
れ
て
い
な
い
）

◇
他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
（
乙
欄
）

※
普
通
徴
収
と
す
る
場
合
は
、
給
与

支
払
報
告
書
と
一
緒
に
「
普
通
徴
収

切
替
理
由
書
（
兼
仕
切
紙
）」
を
必

松
まつもと

本 濱
は ま じ

次 氏

略 歴

　今回の田辺市文化賞の連絡をいただいて、素晴らしい業績をお持ちの方がいらっしゃるなか、
私どもでいいのかとの思いもありました。
　桶職人として多少ながらもお役に立つことが出来ているのであれば幸せで、皆様に感謝の気
持ちでいっぱいです。桶づくりに「正直（しょうじき）」という作業があります。この作業を怠
ると、完成した後に水を入れると漏れてしまいます。言葉のとおり「きっちり」と「ていねい」
に仕上げることが「正直」ということです。
　この受賞を励みに、これからもこの「正直」を繰り返し、繰り返し、身体の続く限り桶を製
作していきたいと思います。
　最後に、この賞をいただく事になりましたことを深く感謝する次第です。ありがとうございました。

田辺市文化賞受賞コメント〈原文〉

【
受
賞
者
の
紹
介
】

　

昭
和
９
年
、西
牟
婁
郡
近
野
村
（
現

在
の
田
辺
市
中
辺
路
町
）
に
生
ま
れ

る
。
18
歳
の
頃
、
父
の
勧
め
に
よ
り

田
辺
市
街
で
営
む
同
郷
出
身
の
桶
職

人
の
下
に
弟
子
入
り
し
、
修
行
を
積

む
。
師
匠
の
下
で
技
術
に
磨
き
を
か

け
、
当
時
市
内
に
数
あ
る
桶
屋
と
と

も
に
、
主
な
取
引
先
で
あ
っ
た
大
阪
へ

桶
を
納
品
す
る
多
忙
な
日
を
送
る
。

　

昭
和
40
年
代
の
高
度
成
長
期
に
入

る
と
、
安
価
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が

市
場
に
出
回
り
、
桶
職
人
の
仕
事
が

減
少
。
こ
の
た
め
、桶
作
り
か
ら
離
れ
、

市
内
の
製
材
会
社
で
製
材
業
に
従
事
。

　

定
年
に
よ
り
製
材
会
社
を
退
職
後
、

中
辺
路
町
野
中
の
実
家
に
戻
っ
た
際
、

古
い
桶
の
修
理
を
頼
ま
れ
、
そ
の
桶

が
師
匠
の
大
正
13
年
の
作
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
、

「
桶
濱
」
の
屋
号
で
桶
作
り
を
再
開
。

厳
し
い
修
行
の
中
で
身
に
付
け
た
技

術
は
20
年
余
り
の
ブ
ラ
ン
ク
を
も
の

と
も
せ
ず
、
以
来
、
20
年
以
上
の
長

き
に
わ
た
り
製
作
に
励
ん
で
い
る
。

　

桶
作
り
の
一
つ
に
、「
榑く

れ

」
と
呼
ば

れ
る
板
を
一
枚
一
枚
組
み
合
わ
せ
る

「
正
し
ょ
う
じ
き直」
と
い
う
工
程
が
あ
り
、
桶
作

り
の
良
し
悪
し
を
決
定
す
る
も
の
で
、

独
特
の
鉋か
ん
な
を
用
い
、
長
年
の
感
覚
に

裏
打
ち
さ
れ
た
ミ
リ
単
位
で
木
を
削

る
作
業
は
実
に
精せ
い
ち緻
で
根
気
の
い
る

作
業
で
あ
る
。
材
料
に
は
、
熊
野
地

方
で
切
り
出
さ
れ
た
杉
材
を
用
い
、

一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
仕
上
げ
る
氏
の

桶
は
、
木
の
香
り
と
と
も
に
、
手
作

り
な
ら
で
は
の
温
か
さ
と
木
な
ら
で

は
の
優
し
さ
を
醸か
も

し
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
で
も
紹
介
さ
れ

る
中
、
地
元
カ
メ
ラ
マ
ン
が
「
桶
濱
」

で
作
業
す
る
氏
の
笑
顔
を
捉
え
た
写

真
が
、
第
２
回
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
60
全
国
ス
マ

イ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
全
国
１
６
４
５

名
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
「
男
性
の

部
」
で
見
事
に
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
。

　

現
在
は
、
貴
重
な
桶
職
人
と
し
て
、

桶
作
り
の
ほ
か
、
桶
作
り
を
学
ぼ
う
と

す
る
方
や
遠
方
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た

桶
の
修
理
な
ど
も
気
安
く
受
け
て
お

り
、
80
歳
を
超
え
て
今
な
お
精
進
し
よ

う
と
す
る
そ
の
真
摯
な
姿
勢
と
心
意

気
は
県
内
外
か
ら
信
頼
を
得
て
お
り
、

古
か
ら
育
ん
で
き
た
木
の
文
化
、
和
の

文
化
を
今
に
伝
え
る
功
績
は
大
き
い
。

　

市
で
は
、
昭
和
45
年
に
創
設
し
た
「
田
辺
市
文
化
賞
」
の
制
度
を
継
承
し
、
毎
年
、
こ
の
時
期
に
市
の
文
化
（
学
術
、
芸
術
、
体
育
、
生
活
文
化
等
）
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
方
に
本
賞
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
お
り
ま
す
。

　

創
設
か
ら
50
回
目
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
本
年
は
、
熊
野
で
産
出
さ
れ
る
香
り
高
い
杉
材
を
用
い
、
桶
職
人
と
し
て
伝
統
の
技
法
を
長
年
に
わ
た
り
守
り
続
け
な
が
ら
、
古

い
に
し
えか

ら
育
ん
で
き
た
木
の
文
化
、
和
の
文
化
を
今
に
伝
え
る
、
松
本
濱
次
氏
に
本
賞
を
お
贈
り
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

昭和   9 年  西牟婁郡近野村（現中辺路町）生まれ
昭和 21 年  近野国民学校　卒業
昭和 27 年  田辺市内の桶職人の下に弟子入り
昭和 40 年  製材会社に勤務
平成   6 年  製材会社を定年退職後、郷里の実家で工房「桶濱」を開設

平成 27 年  公益社団法人 国土緑化推進機構「森の名手・名人」認定
平成 27 年  第 2 回ＯＶＥＲ 60 全国スマイルコンテスト
　　     　　男性の部グランプリ
平成 30 年  和歌山県名匠表彰

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施

し
ま
す

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
該

当
す
る
従
業
員
の
方
の
個
人
別
明
細

書
の
「
摘
要
」
欄
に
普
通
徴
収
に
該

当
す
る
理
由
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　

従
業
員
の
方
に
と
っ
て
は
、
毎
月

給
与
か
ら
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
わ
ざ

わ
ざ
金
融
機
関
へ
納
税
に
出
向
く
手

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

普
通
徴
収
は
年
４
回
払
い
に
対
し

て
、
特
別
徴
収
の
場
合
は
、
１
年
分

の
税
額
を
12
回
に
分
け
る
た
め
、
１

回
当
た
り
の
納
付
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

事
業
所
に
と
っ
て
は
、
従
業
員
の

方
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
住
民
税
額
は
、

市
区
町
村
で
計
算
し
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
年
末
調

整
を
す
る
な
ど
の
手
間
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

※
住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
税

は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
正
な
課

税
事
務
の
遂
行
の
た
め
、
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

令
和
2
年
度
︻
令
和
元
年
（
平
成

31
年
）
分
︼
給
与
支
払
報
告
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
提
出
期
限　

令
和
２
年
１
月
31
日
㊎

■
提
出
先　

令
和
２
年
１
月
１
日
現

在
に
お
け
る
従
業
員
の
方
の
住
所
地

の
市
区
町
村
で
す
。
市
の
場
合
は
、

左
記
又
は
各
行
政
局
住
民
福
祉
課

（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
へ
直
接
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

︻
個
人
事
業
主
の
方
が
提
出
す
る
場

合
は
、
事
業
主
ご
本
人
の
個
人
番
号

と
本
人
確
認
の
書
類
が
必
要
と
な
り

ま
す
︼

■
番
号
確
認
及
び
本
人
確
認
を
行
う

時
に
使
用
す
る
書
類
の
例

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
番
号
確
認
＋

本
人
確
認
）

◇
通
知
カ
ー
ド
等
（
番
号
確
認
）
＋

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
等
（
本
人
確
認
）

※
代
理
人
が
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、

事
業
主
ご
本
人
の
個
人
番
号
が
確
認

で
き
る
書
類
（
写
し
で
も
可
）
と
代

理
人
の
確
認
書
類
（
税
務
代
理
権
限

証
書
・
税
理
士
証
票
等
）
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
受
付
場
所　

税
務
課 

市
民
税
係

（
本
庁
舎
2
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５ 

新
屋
敷
町
１

■特別徴収の仕組み

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
　（5 月 31 日まで）

⑤税額の納入
　（翌月 10 日まで）

①給与支払報告書の提出
　（1 月 31 日まで）

③特別徴収税額の通知
　（5 月 31 日まで）

市役所

④給与の支払の際、
　税額を徴収
     6 月～翌年 5 月
     毎月の給与支給日（　　　　　　　  ）

事業所 従業員

※従業員の方が常時10名未満の事業所は、申請により年12回の納期を年２回とすることもできます。
※令和元年 10 月より地方税共通納税システム（電子納税）により、納入することができます。
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年末・年始の清掃等は計画的に

問合せ　下記参照

本人通知制度をご利用ください

問合せ　下記参照

■
本
人
通
知
制
度
と
は

　

事
前
に
登
録
さ
れ
た
方
の
戸
籍
謄

本
や
住
民
票
の
写
し
等
を
、
本
人
以

外
の
方
（
本
人
の
代
理
人
又
は
代
理

人
以
外
の
方
。
公
用
請
求
を
除
く
。）

に
交
付
し
た
場
合
に
、
交
付
の
事
実

を
お
知
ら
せ
す
る
制
度
で
す
。
た
だ

し
、
交
付
を
差
し
止
め
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
本
人
通
知
制
度
の
効
果

　

登
録
さ
れ
た
方
に
は
、
本
人
以
外
か

ら
交
付
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
通
知
が

行
わ
れ
、
不
正
な
請
求
の
判
明
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

本
制
度
に
よ
り
通
知
を
受
け
る
こ

と
で
不
正
発
覚
に
つ
な
が
る
な
ど
、

不
正
請
求
の
防
止
効
果
が
見
込
ま
れ

ま
す
。

■
登
録
で
き
る
方

　

市
に
住
民
票
や
戸
籍
が
あ
る
方

（
過
去
に
あ
っ
た
方
も
登
録
で
き
ま

す
。）

■
申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の

上
、本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
旅
券
等
）

の
提
示
と
と
も
に
下
記
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
下
記
に
設

置
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
や
む
を
得
な
い
理
由
で
自

ら
手
続
が
で
き
な
い
方
は
、
郵
送
や

　

年
末
は
市
ご
み
処
理
場
、
各
行
政

局
へ
の
自
己
搬
入
が
増
え
、
混
雑
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
年
末
の
掃
除
な
ど

は
計
画
的
に
行
い
、
で
き
る
だ
け
定

期
収
集
日
に
ご
み
を
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
ご
み
処
理
場
及
び
各
行
政
局
へ

の
年
末
・
年
始
の
ご
み
搬
入
日
程
は

市ごみ処理場の
搬入日程

家庭ごみ及び
事業系ごみ

12 月 22 日㊐
9 時 30 分～ 15 時 30 分

（事業系ごみは搬入できません）

12 月 23 日㊊～ 30 日㊊ 8 時 30 分～ 16 時
12 月 31 日㊋～
令和 2年 1月 5日㊐

搬入できません

各行政局の
搬入日程 家庭ごみ 事業系ごみ

12 月 22 日㊐ 9 時～ 12 時
搬入

できません
12 月 23 日㊊～ 27 日㊎ 8 時 30 分～ 16 時
12 月 28 日㊏～
令和 2年 1月 5日㊐

搬入できません

※自己搬入については、有料です。詳しくは、「ごみ収集カレン
ダー」をご参照ください。

■
大
塔
・
中
辺
路
行
政
局
管
内
に
お

住
ま
い
の
方
々
へ

　

上
大
中
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
自

己
搬
入
（
燃
え
る
ご
み
の
み
）
さ
れ

る
場
合
は
、
事
前
に
行
政
局
で
処
理

手
数
料
の
納
入
手
続
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
行
政
局
で
の
受
付
時
間

は
、
12
月
27
日
㊎
の
16
時
ま
で
で
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上大中クリーンセンターの
搬入日程 受け入れ時間

12 月 27 日㊎ 8 時 30 分～ 16 時

12 月 28 日㊏ 8 時～ 9時

12 月 30 日㊊ 8 時 30 分～ 12 時

令和 2年 1月 4日㊏ 8 時～ 9時

　

年
末
年
始
は
、
ト
イ
レ
（
し
尿
、

浄
化
槽
汚
泥
）
の
く
み
取
り
が
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
計
画
的
に
市
の
許

可
を
受
け
た
清
掃
業
者
へ
依
頼
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

☆
◇
廃
棄
物
処
理
課 

廃
棄
物
対
策
係

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
８

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

19
ペ
ー
ジ
参
照

し
尿
く
み
取
り
・
浄
化
槽
の
清
掃

は
お
早
め
に

☆
ご
み
の
自
己
搬
入
に
つ
い
て

廃
棄
物
処
理
課 

施
設
業
務
係

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
６
２
１
８

年
末
・
年
始
の
ご
み
の
自
己
搬
入

に
つ
い
て

代
理
人
に
よ
る
申
請
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
証
明
書

◇
住
民
票
の
写
し
（
除
票
を
含
む
。）

◇
住
民
票
に
記
載
を
し
た
事
項
に
関

す
る
証
明
書

◇
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
除
附
票
を

含
む
。）

◇
戸
籍
謄
本
及
び
戸
籍
抄
本（
除
籍
、

改
製
原
戸
籍
を
含
む
。）

◇
戸
籍
に
記
載
し
た
事
項
に
関
す
る

証
明
書

■
通
知
の
内
容

◇
交
付
年
月
日

◇
請
求
者
の
種
別（
本
人
の
代
理
人
・

第
三
者
）

◇
交
付
し
た
書
類
の
種
別

◇
交
付
通
数

※
交
付
し
た
代
理
人
や
第
三
者
等
の

氏
名
・
住
所
等
は
通
知
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
左
記
及
び

各
行
政
局
住
民
福
祉
課
（
19
ペ
ー
ジ

参
照
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
市
民
課 

窓
口
係
（
本
庁
舎
2
階
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
３

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/shim
in/index.htm

l
制度のイメージ

第三者 田辺市役所

Ａさん

※戸籍謄本等の交付を制限するものではありません。

登録していない場合（通知なし） 登録した場合（通知あり）
事前登録をしていない場合、
通知は行いません。

登録者には、第三者に戸籍・住民票
等を交付した事実を通知します。

①Ａさんの戸籍・住民票等を請求

②Ａさんの戸籍・住民票等を交付

③通知

左
表
の
と
お
り
で
す
。

■
古
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
資
源
類
回

収
ボ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

　

本
庁
舎
、
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
、

各
行
政
局
、
連
絡
所
等
に
設
置
し
て

い
る
古
紙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
資
源
類

回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
、
12
月
28
日
㊏
〜

令
和
2
年
１
月
5
日
㊐
ま
で
、
搬
入

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
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12 月 4 日㊌～ 10 日㊋は人権週間です

問合せ　人権推進課 人権推進係（☎ 0739-26-9912）

全国学力・学習状況調査が行われました

問合せ　学校教育課 指導係（☎ 0739-26-9942）

小企画展『原勝四郎と紀南の画家たち』
特集展示『没後 50 年　鍋井克之』を開催します

問合せ　下記参照

☆
12
月
７
日
㊏
〜
令
和
２
年
１

月
19
日
㊐

☆
10
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

☆
毎
週
㊊
（
た
だ
し
１
月
13
日

は
開
館
）、
12
月
28
日
㊏
〜
１

月
４
日
㊏
、
１
月
14
日
㊋

☆
◇
小
企
画
展　

市
立
美
術
館

◇
特
集
展
示　

熊
野
古
道
な
か

へ
ち
美
術
館

☆
◇
小
企
画
展　

フ
ラ
ン
ス
を

放
浪
し
て
帰
国
し
た
後
、
当
地

を
離
れ
る
こ
と
な
く
制
作
を

重
ね
た
洋
画
家
、
原
勝
四
郎

（
１
８
８
６
〜
１
９
６
４
年
）

の
作
品
を
、
交
流
し
た
紀
南
の

画
家
た
ち
の
作
品
と
と
も
に
展

示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
代
の
紀
南
地
方
の

画
家
た
ち
の
活
動
を
探
る
小
企

画
展
、「
近
代
紀
南
の
画
家
Ⅱ

廣
畠
鋤
花
」
を
同
時
に
開
催
し

ま
す
。

◇
特
集
展
示　

紀
南
地
方
の

風
景
を
特
に
好
ん
で
描
い
た

大
阪
の
洋
画
家
、
鍋
井
克
之

（
１
８
８
８
〜
１
９
６
９
年
）

の
没
後
50
年
に
当
た
っ
て
、
当

地
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を

主
に
し
た
特
集
展
示
を
行
い
ま

す
。

☆
各
館
２
６
０
円（
２
０
０
円
）

※
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団

体
割
引
料
金
で
す
。
学
生
及
び

18
歳
未
満
の
方
は
無
料
で
す
。

　

そ
の
他
観
覧
料
の
減
額
や
免

除
の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

︻
展
示
解
説
会
︼

☆
①
12
月
21
日
㊏
・
１
月
18
日
㊏

②
12
月
14
日
㊏
・
１
月
11
日
㊏

☆
14
時
〜

☆
①
市
立
美
術
館

②
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

☆
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

☆
観
覧
料
の
み
必
要
で
す
。

☆
◇
市
立
美
術
館

☆
０
７
３
９
（
２
４
）
３
７
７
０

◇
熊
野
古
道
な
か
へ
ち
美
術
館

☆
０
７
３
９
（
６
５
）
０
３
９
０

■
12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」

で
す

　

1
9
4
8
年
の
こ
の
日
「
世

界
人
権
宣
言
」
が
国
連
で
採
択

さ
れ
、
今
年
で
71
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
、
人
権
の

大
切
さ
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

　

市
で
は
、
12
月
４
日
〜
10
日

の
人
権
週
間
中
に
人
権
の
大
切

さ
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
改
め

て
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
し

て
、
田
辺
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
・
田
辺
市
人
権
擁
護
連
盟
と

共
同
で
、
街
頭
啓
発
を
は
じ
め
、

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
は
違
い
ま
す

が
、
人
権
は
全
て
の
人
に
平
等

に
保
障
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
。
自
分
の
人
権
を
主
張
す
る

だ
け
で
は
、
他
の
人
の
人
権
を

侵
害
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
当
た
り
、
人
権

は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の

人
に
も
あ
る
こ
と
を
考
え
、
お

互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え
、

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

■
田
辺
市
人
権
施
策
基
本
方
針

改
定
版
を
策
定
し
ま
し
た

　

近
年
、
国
内
の
人
権
を
巡
る

状
況
を
見
る
と
、
子
供
に
対
す

る
虐
待
を
は
じ
め
、
女
性
に
対

す
る
人
権
侵
害
、
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
人
等
を
狙
っ
た
様
々

な
詐
欺
被
害
、
学
校
や
職
場
で

の
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、
同
和

問
題
な
ど
、
人
権
に
関
わ
る
多

く
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
人
権
侵
害
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
な
ど
の
新
た
な
人
権
侵
害
も

発
生
し
て
お
り
、
人
権
に
関
す

る
問
題
は
よ
り
複
雑
化
、
多
様

化
し
、
そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
人
権
を
取
り
巻
く

社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対

応
す
る
た
め
、
平
成
31
年
３
月

に
『
田
辺
市
人
権
施
策
基
本
方

針
改
定
版
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
基
本
方
針
は
、「
一
人
ひ
と

り
が
大
切
に
さ
れ
、
幸
せ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
、
市
民
、
行
政
及
び

関
係
機
関
が
連
携
し
て
人
権
施

策
を
推
進
す
る
た
め
の
考
え
や

方
向
性
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

様
々
な
人
権
課
題
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
日
常
生
活
の
中

で
お
互
い
を
思
い
や
り
、
心
豊

か
で
明
る
い
社
会
の
実
現
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

　

原
勝
四
郎
︽
風
景
（
江
津
良
）︾

１
９
５
０
年
頃

（
市
立
美
術
館
で
展
示
）

▲

　4 月 18 日に、小学 6 年生・中学 3 年生を対象とし、国語と算数 / 数学、英語（中学生）から構成された全国学力・
学習状況調査が行われました。詳しくは、ホームページに掲載しています。
☆ http://www.city.tanabe.lg.jp/gakkou/index.html

◇小学 6 年生

・和歌山県、全国と比較した田辺市の領域別正答率

■学力調査の結果から

国語

算数

全国 和歌山県 田辺市

64
64
67

67
66
68

国語 和歌山県 全国 数学 和歌山県 全国
話すこと・聞くこと ○ ○ 数と式 ◎ ○
書くこと ◎ ○ 図形 ◎ ◎
読むこと ○ ○ 関数 ○ ◎
伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項 ○ ○ 資料の活用 ◎ ○

国語

数学

英語
56
55
56

60
59
62

73
70
72

英語 和歌山県 全国
聞くこと ○ ○
話すこと（参考値） － －
読むこと ○ ○
書くこと ○ ○

質問事項
小 6 中 3

学習状況調査についての考察田辺市 全国 田辺市 全国

学校生活に関すること
（「当てはまる」「どちら
かといえば当てはまる」
と答えた割合）

学校に行くのは楽しいと
思いますか 86.5 85.8 86.3 81.9 「学校へ行くのが楽しい」「学級みんなで

協力して何かをやり遂げ、うれしかった」
と回答した子供が多くなっています。今
後も子供たちが楽しく生活できる学級集
団づくり、学校づくりをしていきます。

学級みんなで協力して何
かをやり遂げ、うれしかっ
たことがありますか

86.7 84.1 82.1 82.8

授業に関すること
（「当てはまる」「どちら
かといえば当てはまる」
と答えた割合）

自分たちが立てた課題に
対して、自ら考え自分から
取り組みましたか

75.0 77.7 73.2 74.8
各校において「主体的・対話的で深い学び」
の視点からの授業改善が行われています。
今後は、書く活動や話し合い活動に取り
組ませる際、「相手意識・目的意識・理
由や根拠の明確化」を意識させた授業づ
くりをしていきます。

話し合いを通じて，考え
を深め，広げることができ
ていると思いますか

73.4 74.1 78.1 72.8

■学習状況調査の結果から（抜粋）（単位：％）

◇今後の取組
○教育委員会では、成果のあった学校の取組を分析し、
各学校に周知します。
○各学校では、調査の分析結果を基に、自校の取組を
点検し、改善を行います。

◇各学校の取組例
○調査の分析結果を基に、授業力向上のための研修を
行いました。
○ドリル学習の成果を競い合い、基礎的な学力向上を
図りました。
○家庭学習において「自学ノート」に取り組み、学び
を整理する力をつけるよう取り組みました。

国語 和歌山県 全国 算数 和歌山県 全国
話すこと・聞くこと ◎ ◎ 数と計算 ○ ○
書くこと ◎ ◎ 量と測定 ○ ○
読むこと ○ ◎ 図形 ○ ○
伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項 ○ ○ 数量関係 ○ ○

（単位：%）　◎…3％以上高い　▼…3％以上低い　○…ほぼ同じ
・科目別平均点

◇中学 3 年生


